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一般国道１６３号は、大阪府大阪市と三重県津市を結ぶ第一次緊急輸送道路であり、京奈和自動

車道、国道２４号などとともに広域道路ネットワークを形成し、学研都市を含め相楽地域を東西に

連絡する重要な幹線道路として地域を支えています。

本事業区間は、大型車のすれ違いが困難な幅員狭小、線形不良区間があることに加え、近傍に本

路線の代替となる道路が無いため、本事業により現道拡幅及びバイパス道路を整備することで、災

害時の道路ネットワーク確保を図るものです。

令和４年度は、用地測量・地質調査・詳細設計を実施します。

◎事業概要
全体計画 Ｒ３までの実績 Ｒ４計画

事業期間：R3～

事業延長：2. 7km

幅 員：6. 5(10. 5)m

総事業費：5, 000百万円

事業概要：測量・道路設計

事業費：22百万円

事業概要：用地測量・地質調査

トンネル詳細設計

事業費：70百万円

◎事業効果
○現道拡幅及びバイパス道路の整備により、歩行者、通行車両等の安全性が向上します。
○急峻な斜面を回避でき、第１次緊急輸送道路としての信頼性が向上します。

標準横断図

現道の状況位置図

問い合わせ先：道路建設課道路・橋梁係（075-414-5252）


